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Lucioの運命
続MeasureforMeasure試論 一一一一
梶 原 幸 夫
『以尺 報尺」で,脇 役 の一 人 と し て,相 当 な活 躍ぶ りを見 せるルーシ
ォは,メ ア リアナや前号で とりあげ たバーナーデ ィンらと共 に,シ ェイ
クスピアの創造 にか かるものであ って,彼 が種本 として利用 した と推定 さ
れ るシン シオや ウエ ッ トス トンの作 中 には登場 して こない人物 である.と
ころで,シ ェイ クス ピアは,ル ー シオ 導 入 に よって,ど の よ うな演劇的
効果 を狙 ったの であ ろ うか.こ の点 を,で きるだけ テクス トに即 しつつ考
えてみ よ うとす るのが,本 稿 の目 ざす ところである.
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考察 を進 め るための予 備手 続 として,ル ーシオ が ど の よ うな人物 とし
て描 かれ ているかを,ま ず,簡 単 に眺 めてお く.
.劇の前 半 では,ル ーシ オは,颯爽 たる ダンデ ィで あ る.彼 が,遊び なか
まの,放 蕩 な青年 たち と戦わ せ るウィ ッ ト・コンバ ッ トは,彼 のあたまが,
な かなか機 敏に働 いて,鋭 く切 れ ることを示 してい る(1。ii.38ff.).
の みな らず,彼 はきわ めて友 誼に あつい男で もある.例 えば,ク ーー デ ィ
ォ ゥが,お 縄 を頂戴 して獄に 曳かれて行 く途中で,伝 言 を依頼 し ようとし
て 彼に,
Oneword,goodfriend,Lucio,awordwithyou.
(1,ii,152)
と言 った のを受 けて,
Ahundred,ifthey'11doyouanygood,(1,ii,153)
と反 射的 に応 じた語調には,親 友 の身 を案 じ,何 か 自分の力で役にた つこ
とで もあれば と願 う真情 の,ひ しひ しと脈打 ってい るのが感ぜ られ る.実
際,こ うした真情が土台 にあ ればこそ,窮 地に立 た された友 を眺めては,
手をこまぬいて傍観す るに忍びず,積 極 的に救 いの手を さしのべ るのであ
る.そ して,彼 の侠気は,時 に応 じて,不 退転 の勇気 と,真 実 を洞察す る
智 恵 まで も,彼 自身 に与 える.ク ローデ ィオゥの助命 を,肉 身 の イザベ ラ
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に嘆願させるべ く,彼にはお よそ不似合いな女子修道院を訪ずれて,た め
らいがちな彼女を励まし力づける彼のことばに,そ の事実は明瞭に認め ら
れる.
 I  sal. Alas! what poor  ability's in me 
     To do him good? 
 Ludo Assay the power you  have. 
 Isab My power? alas! I  doubt— 
Lucio Our doubts are traitors, 
     And make us lose the good we oft might win, 
 By• fearing to attempt. Go to Lord Angelo, 
     And let him learn to know, when maidens sue, 
     Men give like gods; but when they weep and kneel„ 
     All their petitions are as freely theirs 
      As they themselves would owe them. 
                                 (I. iv. 75-83)
ここには,親 切 で頼 もしい,そ の上,処 世の分別 も りっぱに備 えた男 とし
て のノレー シオ の 一 面 が出ていて,彼 がただの軽 薄才子で はない こ とを示
している.0
してみ れば,お そ らくは男ぶ り も よ く,身 分(gentleman)はあ って
も庶民的 で,垢 ぬ けしていて,男 気 もあ るとい う彼 が,「 雪解け水の よう
に血 の冷 めたい」(1.iv.57-8),「学 問や ら断食や らの修 養一途で,本:
能 の刃先 をすっか り鈍 らせて しまってい る」(1.iv.60-1)野暮 天 の権
力者 アンジェロゥを痛 烈にけな しつけ るとき,当 代の平土間の観客 な らず
と も,思 わず喝采 を送 りた くな るのが人 情では ないだ ろ うか.事 実,二 幕
二場 で,法 を楯 に とる アンジェーー を前に して,と もすれば挫け そ うにな
る イザベ ラを励 まし,あ の有名 な熱 弁を導 き出 させる ときのル ー シ ォ は,.
あ くまで も一脇役 としてではあ るが,ま ことに天晴れ なナイ トぶ りを発揮
していて,不 自然 なまでに ピュア 身タニ カルな峻厳 さに抗 す る,"よ り人
間的 な"陣 営 のチ ャンピオンとして も恥 ずか しくない姿を,そ こにあ らわ
している.
ところがであ る.こ の颯爽 としていたはずのル ーシォは,彼 が 次 に 姿
を見 ぜる三幕二場 あた りか ら,だ ん だん と背 丈け の小 さい人物 とな り始め
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る.劇 後 半 で のルー シオ像はf作 者 に よって,意 識的な戯画化 を受 ける
の であ る.彼 が ます ます饒舌に な り,卑 猥 な トピ ックで,ア ンジュロゥや
公爵 の悪 口を言 うのはいい としよ う.だ が当の相手 が,仮 装 した公爵であ
るとも知 らず,次 第に調子にの って,
Sir,Iwasaninwardofhis,(III,ii,142)
と胸 をそ らし,「あの人 が身 をか くしたわけ も,ぼくは知 って るん だ」(巫.
ii.143-4)と,した り顔に語 りは じめ るにお よんで,さ き ほどの,女 子
修道院 の 場で見せ たよ うな重厚 さは どこへ や ら,た だの見 えっば りで,嘘
をつ くこ とな ど何 とも思わぬ放埒 な人間 とな りはて る.だ か ら,彼 が公爵
を評 して 言 う,
Averysuperficial,ignorant,unweighingfellow,
(III,ii,152)
な る台詞 は,そ の有効性 を喪失す るばか りでな く,か えって,皮 肉に も,
それを発 したル ーシオその人 の 頭 上 に はねか えって くるに至 るので ある.
こ うして,に わかに下落 をは じめ たルー シオ株 は,い ま や 落 勢にはず
.みがつい て,い っかな反騰 に転 じそ うな気配 が見 えぬ.そ の,落 目の ルー
シォに,さ ら に 追討 ちをか けるかの ように,あ い まい宿のおかみ までが,
ル ーシォ さんは,か つ て,不 始 末 の 尻 ぬ ぐい を,ひ とに させてお きなが
ら,今 度 は恩 を仇で返 して,わ た しの ことを密 告 したのです と難 ずる(盃.
ii.214ff.).こう な れ ば,ル ーシオの立 つ瀬 とし て は,生 に対 して執
0
拗 なまでの執着力 を示す 「イガ」 とな るよ りほ かないとも言 えよ う.
こ う い う ルー シオが,最 終幕 で,い わば,公 爵 の策謀 の犠牲 となって,
図 に乗 るところまで乗 らされ た揚句 に,バ ッサ リと斬 って捨 て られる(?)
のは,い ささか,気の毒 とい う感 じが しないで もない.稀代の悪僧 の仮面 を
ひ んむ いたつ も りが,意外に も公爵 その人 の顔があ らわれ たとあ って,こっ
そ り逃 げ出 そ う と す る ルー シオ.それを 目ざとく見 つけ られてつか ま り,・
Thismayproveworsethanhanging,(V,i,361)
としょげ か え る ルー シオの図は,ま さに一幅 の`grimbathos'とで も
言 うしかない.つ ま り,フ ォール スタフな らば,こ うい う時 に も少 しも騒
が ず(あ るいは 内心大 いに狼狽 は して も),そ こは持前 の強 心臓 と機智 の
才 を発揮 して,何 とか うま くごまか しおお ぜるであろ うと思 われ るが,こ
髪
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こで のルー シォは,ち よ う ど,「 トロイ ラスとク レシダ」で,ヘ ク ター
につ かまったサーサ イテ ィー ズが,「 おれの相手 になれ る男か」 と聞 かれ.
て,
No, no, I am a  rascal; a scurvy railing 
 knave; a very filthy  rogue.  (Tr. &  Cr. V. iv.  30-1)
とPえ るのを思 わせる惨 め った らしさだけが,妙 に印象 に残 るのであ る.
権力 に抗 して庶民的 な反撥 を示 す好 い男 として,ル ーシオに無 言 の 声 援
をお くってきた観客 は,三 幕二場以降 のルー シオ像 分 裂 に,な ん とな く
満た されぬ思い を募 らせ つつここまで来 て,は じめて,自 分たちは作 者 に
よって,実 は先刻,背 負 い投 げを喰 わ されていたのだ と,ひ としき り哄 笑
した後で,ふ っと気がつ くのでな あるまい か.大 団円で,す べての人 物 がr
公爵 に よって許 さ れ る の に,ひ と りルーシオだけが,「 君主 を誹謗 した
報 い として当然 である」(v.i.526)と して,む りや りに,売 春婦 ケィ
ト・キープダウ ンとの結婚 を仰 せつかる とい う"罰"の 不 当に注意 して,
ジョンソン博士 が,
After the pardon of two murderers Lucio might be 
treated by the good Duke with less  harshness; but 
perhaps the Poet intended to show, what is too often 
seen, that men easily forgive wrongs which are not 
                          ® commited against  themselves.
と論 じた言葉に も,そ うした気持 ちがあ らわれてい る ように思 える.ジ ョ
ンソ ンがこ うい う意見 を述べたのは,ル ーシ オ"処 罰"を 正 当 化 し よう
として呻吟 した結果 であ り,さ らに遡 って言 えば,博 士 をこの ように苦 し
め た も の は,ル ーシオに対す る,ほ とん ど無意識的 な同情心で あったこ
'とはあき らかであ る.
だが,ル ー シォが,マ ー キ ュー シ オ(「 ロ ミ オ とジ ュ リエ ッ ト』)的
な,溌 溂 たる機智 と侠気 の人物 か ら,サ ーサ イテ ィ广 ズ的矮 小に まで引 き
ず りお ろされるとい う,い わば奇態 な とも言 える変 貌を とげたのには,そ
れ だけ の理 由と必然性が あった と思わ れる.こ の点 をあき らかにするため
に,わ れわ れは,シ ェイクスピアが 「以尺報尺」執筆 にあた って参 考とし
た主 たるsourceであ るウエッ トス トンの作 品に も ど っ て,そ れをシ ェ
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イクス ピ アの作 と比較検討 す るこ とに より,ル ーシオな る 人 物 が,な ぜ,
導入 され たか,ま た,彼 が劇 中でいかに働 き,い かに消 えて行かねば な ら
ぬ運命 を 担わせ られ てい たか を,dramaturgicalな角 度か ら,と らえな
お さね ば な らないで あろ う.
亜
ジョー ジ ・ウエ ッ トス トンの劇 「プ ロモスとカサ ン ドラ」(1578)と,
シェイク ス ピアの 「以尺報尺」(1604)とは,大 体 のプ ロッ トにおいて も,
主 な登場 入物 において も もちろん,名 前 こそ変 わ ってい るが一,か
な り密接 にパ ラレルであ る.た だ,こ の二 つの作 品において根本的に相違
す る点 が 一つあ る.す なわち,ウ エ ッ トス トンの作 では プロモス(『 以尺
報尺 」の ア ンジ ェロゥにあたる)が,
Whobathinthoughtawylfullmurderwrought,
Whohathinσo彡 彡θガ リ7彫dσwickedrape.
④
(Pr,&Cass,PartI,IV,v,)
と な っ て い る わ け だ が,こ れ は シ ェ齒イ ク ス ピ ア に と っ て 黙 過 で き な い 点 で
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あ った と思 われ る.ジ ェフ リー ・バ ロウの指 摘す る ように,「 ル ク リー ス
凌辱』 の詩人 で もあ るシェィクスピァは,イ ザベ ラの`honour'を何 とか
して救 う方法 を考えねば,こ の作 を ウエ ッ トス トンに な らって 「喜劇」 と
ヒ ロ イ ン
す るこ とはで きぬ はずであ った.そ れな らば,女 主人公 のhonourは,
いかにす れば守 り得 るか.
ここで シ ェイクスピアが打 った手は,い わゆ る`SubstitutedBride'
の 導入 であ って,彼 が前 に 「末良 ければすべて よし』 で も利用 したこ との
あ る手段 であ った.と ころが,イ ザベ ラを,い か に怜悧 な女性 に仕立 てて
はいて も,尼 僧見 習い として修 道院に入 ろ うとしている とい う,特 殊 な立
場に設定 している以 上,自 分でこの よ うな計 画を思 いつかせ るとい うので
は,全 く,ぶ ちこわ しにな る.し たがって,こ うした手段 を用い るか らに
は,イ ザ ベ ラにその策 を授 ける人物 が,当 然,必 要 とな って くる.そ して,
この策 が,モ ラルの上 で も微妙 な問題 をは らむ ものであるだけに,彼 女に
入 れ智恵 す る人 物 は,世 の中の酸 い も甘 い もかみ わけた苦 労人 で なければ
な らぬ.な お,高 い道徳的権威 と高 邁な識見 を備 えた人 物であれは申し分
ない.こ の意味で も"仮装 の統治者"とい うのは うってつけである.「 プロ
モスとカサ ン ドラ」 においては,ま った くのdeusexmachinaと して
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の役割 しか果 していない コーヴ ィナ ス王を,「 以尺報尺」全体 にわた って
活 躍す る,あ れ だ け の大 きさを もつた グ ィンセ ンシオ公 に,シ ェイ クス
ピアが変貌 せ し め た の も,そ の 少 く と も一 つの理 由は,ヒ ロイ ンの
honourを守 るための苦 心 とい う点に見出 され るのでは ないだろ うか.
では,ル ー シオ は ど う か.「 プAモ スとカサ ン ドラ」 には,ル ー シ オ
に あ た る 人物は登場 してこないが,人 物の演劇的重要度 において,彼 に
匹敵す る脇役 がい ない わけではない.そ れは フブ ラックスとい う男 で ある.
この男は,も ともと,「 しがない下級弁護士」(PartI,1.iii.)であ っ
たが,flatteryによって プロモスに と り入 り,今 で は,そ の腹心 の部 下
とな ってい る.こ れが たい へんな役人 で,一 方では,ず い ぶん,あ こぎな
ことをして良民 をい じめていなが ら,他 方では,搦 め手か ら攻 め寄せ る レ
イ ミァ(ミ ス トレス ・オー グァダンにあた る)に,す っか り降参 して,彼
女の 店だけは営業 を黙 忍 してや るとい う有様 であ る,彼 自ら,
DisordredpersonsbrybemewettoescapefromJustice
bands,(PartI,g,iv,)
とい うくらい だか ら,悪 賢い連 中は,そ れ こそ,何 で もや りたい放 題 であ
る.
ウエッ トス トンの作 では,開 幕 を前に国王 が述 べる,
Andletnotmightoutcountenauncetheir(=thepoor)
right:(Partg,V,v,)
とい うのが,こ の劇 の,主 要 な モラルの一 つ とな ってい ると思 われ るが,
ファラ ックスは,プ ー モー スが,`might'をし て,`right'を`outcounte-
naunce'せしめ るのを,さ らに小 さな スケールで,繰 返 している こ と に
な る.な るほど,ブ ァラックスを登場 させ るこ とに よって,ジ ュー リオゥ
の町(「以尺報尺 』では グ ィエナ)の 綱紀 の弛緩ぶ りをrこ の作 に接 する
者に強 く印象づ け るこ とはで きる.そ して,こ うした人物 を登場 させるこ
とについ ては,や がて,「 リア王」におい て,リ アー 一 ゴネ リル,リ ーガ
ンー コーデ ィー リアと,Lグヒスター一 エ ドマ ンF=エ ドガー とい う
パ ラレルで,複 雑 な父 子愛憎の関係 を浮彫 りに してみせ るシ ェイクスピァ
には,十分,その意 義を認 め うるこ とであ っだ と思われ る.だ が,フ ァラッ
クスが,プ ロモスのCQrruptionを,彼な りの しかたで繰返 す こ'とに,
ほ とんど終始 していて,他 にこれ とい つた演劇的意義 を担 わせ られていな
17
い とい う ことは,考 えてみれば,い かに も,芸 のない話であ る.ウ エ ッ ト
ス トンの 作 が,冗 長かつ平板な もの となってい る原因の一部は,お そ らく,
この ファ ラ ックスな る脇役 を十分に働かぜ得 ていない とい う点に も,見 出
され うる であろ う.シ ェイクスピアはこ こに眼をつ けたので は な い か,
minorcharacter一人 を創造 するに して も,た だ一通 りにでは な く,三
通 りに も四通 りに も働かせ,multi-levelな演劇的意 味を持たぜ ることが
シ ェイク スピアのdramaturgyであ るな らば,こ れだけの プーー シ ョ
ンを占め る人物 を,そ のままに してお くわけはないのであ る.で は,ル ー
シオはシ ェイ クスピアによって,ど の よ う に利用 されたか.そ れを考 え
るのが,わ れわれ の,次 の課題で なけれ ばな らぬ.
皿
シ ェイ クスピアが,ル ー シオに担 わせてい る 演 劇 上 の役 割は,ま こ と
に多 層的 であ るが,そ の うち主 な もの としては,少 くとも次 の三点が考 え
られ よう.
その第 一.「 以尺報尺」 は,公 爵,ア ンジェー-,エ ス カ ラ ス ら
(これ に イザベ ラとクローデ ィオゥを加 えて もよい)を 中心 とす る町
の上 層部 と,ミ ス トレス ・オーグ ァダンやポ ンピーに よって代表 される下
層社会 とが,相 互 に,な い あわされ て織 り出 され る世界 である.こ の劇 世
界 を構成 す る二要素 の中間 にあって,そ の 橋 渡 しをするのが,ル ーシ オ
に課せ られ た使 命の一つで ある.す なわち,彼 は放蕩 な リバ タインとして,
下層社会 の,いかが わ しい場所に入 り浸 る男 である と共 に,ク ローデ ィオゥ
の親友 と して設定 され るこ とに よ り,イ ザベ ラと連絡 し,ま た,自 らも,
仮装の公 爵 とわた りあ って,直 接,グ ィエナの上層部 と通ず るとい う仕組
みにな っている.こ うした,い わば`link'としての役割 は,「プロモスと
ヵサ ンドラ」 にお いて も,フ ァラックスに よって,あ るてい ど果 されてい
るとこ ろで あるが,ル ー シオと ファラ ックスでは,そ の 効 果 に大 きな差
が生 じてい ることは,注 意 しなけれ ばな らない.フ ァラ ックスの場合 は,
　
プロモスに寄 生す る`aperniciousParasyte'として,も っぱ ら,主 人
の背徳性 を敷 衍す る役割 をは たす ことに より,そ の,小 役人 としての地位
に も拘 らず,あ き ら か に,ジ ュー リオの町 の上層部 に属 す る人 問 とな り
おおせているのであ るが,ル ーシオに あっては,こ の 間 の 事情 は相当異
is
ってい る.つま り,ルー シオは淫蕩 に耽 りなが ら も,自 分 自 身 を も含 めて,
周 囲の人 と環境 に批判 の眼 を向け る,一 種,虚 無的 な知性 を もち,ま た,
権力 の地位 にあ る人 び とを遠慮 な く揶揄す る野人的反骨 を も持 ちあわ せて
いて,フ ァラ ックスよ り遙かに複 雑 な意識構造 と心理 的デ リカ シー を備 え
た近代人 とな ってい る.し た がって,「 以尺報尺」 にあっては,プ ロ モス
とカサ ン ドラ」 におけ るよ うに,町 の上層 と下層 が単 に並 列 され,上 層の
`might'が,(主 として)下 層の`right'を踏みに じる とい う・ 一方的 で
単 純 な 関 徠 で はな く,両 者 がルーシ オを媒 介 として,も っと有機 的 に結
合 され ている.す なわち,上 層と下層 のいずれ に も属 しなが ら,ま た 同時
に,そ のいずれか らも隔絶 してい るとい う,い わば第 三勢力 の視座 を とる
も の と し てル ーシオが措定 され ているわけであ り,こ の よ うに特殊 な位
置 を占め ることによって,ド ラマの 「場」 の分裂 と弱体化 を防 ぐとい う枢
要な役割 を,彼 は担 ってい るのであ る. m
その第 二は,メ ア リ。ラセ ラスのいわゆ る,「安全弁 」(safety-valve)
的な機 能であ る.終 幕 で公 爵が一芝居打 つわけであ るが,観 客には,そ の
芝居 の筋書 きが大体 わかっているので,劇 中劇の観客,つ ま り,ア ン ジェ
ロゥや イザベ ラなど と 同 一 の ペ ースで進 んで行 くことに 「じれ った さ」
(impat三ence)を感 じる.こ の 「じれ った さ」 を忘れ さぜて く れ るのが
ルーシオであ る,とラセ ラスは言 う.これは,ま こ と に 興味深い指摘 であ
るが,・レーシオの果 すこ うした役割 は,何も,こ の 場 面 だけに限 らな いで
　
あ ろ う.「 以尺報尺」 を,`disgusting'な劇 とす る評家 のほ とん ど は・
公爵 の行状に何 か割 りきれない もの を感 じてい る.い かに善意に発 す る も
の とは言 え,い くたび とな く嘘 をつ き,さ まざまな策謀 を弄 して目的 の実
現 を図ろ うとす る彼 のや りか たは,い かに も"イ タ リア的"で あ って,正
々堂 々た る手段 を好 む イギ リス人 には,反 撥 を感 じさぜ るとい うわ けであ
る.も っとも,こ うい う見方 に対 して公爵 を弁護す る者 は少 くない.た と
O
えば,E.M.ポ ゥプは,ル ネ ッサンスにおい て は,君 主 の特権 として,
必要 に応 じ,異 常 な手 段 をとることも認め られていたの であ るから,彼 が
仮装 した り,い ろん な術策 を もてあそんだ りす るのは,き わめて正 当なこ
とであ るとい う.な るほ ど,女 史 の指摘 の通 りなのであろ う.し か し,そ
れは,あ くまで も,あ た まで組立 て られた君主論 であ り,政 治理論 であ る.
実際の,シ ェイ クスピア劇 の観客 は,こ の ような公 爵 をど う受け とめ てい
is
た ので あ ろ うか.も し,開 きなお って質問 されれば,そ うい う答 えが出て
くるか も しれぬが,眼 前に繰 り展げ られ る劇 の人物 と事件 を追 って行 くと
きには,彼 らは もっと素朴 な正義感 を もって"あ た ま"に よってでは
な く"肌"に よって じかに,ド ラマに反応 していたであろ うと思 われ
る.し た がって,「 以尺報尺」 の観客 の意 識の中 には,当 然,公 爵 に対す
るambivalenceが存在 していたで あ ろ う.こ のambivalenceは,観
客 の意 識 内部にお ける理性的要素 と感情的要素 の衝突 に よって,ひ きお こ
され る ものであ る.そ れは,公 爵のや り方 が,あ ま り好感 の持 てない もの
で あるに も拘 らず,彼 の行為 が,も と もと,高 貴 な意図 を もってな されて
い るた め,真 っこ うか らアンテ ィパ シー を感 じるこ とがで きに くい とい う
事 椿に よって,一 層,強 め られた もの とな る.つ ま り,観 客 は一種 の もど
か しさ,な い し,い らだち を,そ こに感 ぜ ざるをえないのであ る.こ うし
た 時,公 爵 の行 動 を,
 It was a mad fantastical trick of him 
to steal from the state, and usurp the beggary 
he was never born  to  (III .  ii.  100-2  )
と批判 し・彼 を`theoldfantasticaldukeofdarkcorners'(IV.
111.167-8)と難 じ,ま た`Ashyfellowwastheduke'(1旺.iii.
142-3)と きめつ けるルーシ オの登場 は,そ う し た,い ら だ ち をもて
あ ましてい る観客 に とっては,一 種の救いで ある.す なわち,観 客の意識
の中の・公 爵に対 す る・ もや もや したambivalenceを演劇 的に"換 気"
す る 役 割 を,ル ーシオは果 してい るわけであ る.観 客 の素朴 な正義感 は,
フラ イア　
彼 のこ うした小 気味 よい(し か もこれは托鉢僧 に仮 装 した公爵の面箭
で言 われ る)一 連 の台詞に よつて,そ の孤独 感 を解消 ぜ しめ られ る.
さ き に 述 べた彼 の侠気あ る態度 とあわせ て,観 客 は,ル ーシオに対 し,
われ知 らず 「なかま意識」 を抱 くようにな るのでは ない だろ うか .
彼 のア ンジ ェロゥ批 判について も,同 様の こ とが言 えるであ ろ う.ア ン
ジェロウが 「入 魚 の子」(皿.ii.117)であ り,小 便 をすれば`congeal・d
ice'(皿.ii.120)にな ると い うルー シオ的把握 法 は,陽 気 な 歓 楽 に
対 してむやみ に口やか ま しい マルヴ ォ リオゥに業 を煮や した ・cakesand
ale'の陣営 の人 々,中 で も,フ ェイビァンが,ト ウ ビ ィやマ ライア に さ
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さや く,
Carryhiswaterもothewise-woman.(Tw.N.1工1.
iv,116)
とい う言葉 を想起 させ る.ル ー シオの言葉 に も7エ イビア ンの 言 葉 に も,
共 に,観 客 の気 持 ちに ピ ッタ リと呼応 して,思 わず快哉 を叫ばせ るイキの
よさがあ る.ま た一方,苛 酷に処刑 され ようとす るクローデ ィオクに,卑
猥 だが温かみの こもった激励 を彼 が与 え る時(1.ii.198ff.)にも,観 客
の心 の片隅 にわ だか まる不満に,一 種 の 「はけ口」 を与 えるとい う現象 が
見 られ るので あ る.
第 三に注 目され るのは,彼 が劇の後 半におい て占めるプロポーシ ョンの
大 きさで あ る.「 以尺 報尺」 とい う作 品 は,シ ェイクスピアの初 期か ら中
期 にか けての コメデ ィが持つ,屈 託 のないfestivityの雰囲気 と は お よ
そ縁遠い,暗 い 気 分 に包 まれた喜劇 であ るが,ル ーシオは,tン ピーや
エルボゥ らと共 に,こ の笑いの少い作 品に,喜 劇味 を添 える上 で,重 要 な
役割 を果 してい る.特 に三幕 二場,四 幕三場お よび終幕 にお いて,彼 が変
装 した公爵 とわた りあ うところで は,彼の働 きはめ ざま しい もの がある.例
えば,三 幕 一場 では,目 前 に迫 った死 の恐怖 を凄 まじいばか りの迫力 で語
る クローデ ィオゥと,そ れ を聞いて思 わずunnaturalな言葉 をたた きつ
けて しま うイザベ ラとの問に,緊 迫 した光景が く りひろげ られ る.男 の生
命 と女のhonourとい う,そ れ ぞれ の人物 に と って,一 歩 も後へひ けぬ
地 点で,二 人 のegoが 激突 す るの を見て観客 が味わ うであ ろ う や りきれ
な さを,三 幕 二 場 のルー シオは,公 爵 との"ド ラマテ ィック ・ア イロニ
ー"に よるお か しみに よって ときほ ぐ し,来 るべ きdenouementを迎 え
るための劇 のあわ ただ しい動 きに,観 客 を準備 させ,心 的誘導 を行 うので
あ る.こ れは,目 だたぬけれ ど も,大 切 な役 国であ る.そ して,ア プ ホー
ソンや,今 や その助手 として首斬 り役 を仰せつかった ポンピー,ユ ニー ク
な囚人 バ ーナ ーデ ィンらが登場す る牢獄 の場(lv.ii.～iii.)も,この意
味 ではル ーシオ対 公 爵 の 場 と同 じよ うな機 能 を果 してい ると言 える.
さて,作 品 を全体 として眺 めてみた場合,大 体,次 の三 ケ所 で,劇 的緊
張 が大 き くも り上 ると言え るのではないか,序 幕冒頭か らの,公 爵 の何や
ら仔細あ りげな言動に よってか きたて られた観客 の好 奇心 と,あ る種の不
安 感 は,二 幕二場 と四場 での,ア ンジ ェー-r」対 イザベ ラの シー ンで,ま ず,
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第一 の 激動 に逢着 す る.次 いで,三 幕 一場 の クーー デ ィオウ対 イザペ ラで,
第二 の 激動 にぶつ か り,烈 しく揺 すぶ られたのち,終 幕 で第 三の激動 に達
す るわ けで ある・ ところで・最後 の激動であ る終 幕 に達 す る前 に,(de-
nouernentをよ り効果的 にす るた めに も)ド ラマテ ィック ・テンシ ョンと
い う面 か ら見 て比較的平静 なperiodの存在 す る こ とが望 ま れ る.こ れ
は,観 客 心理 の立 場か ら して も必要 であ ろ う.シ ェイクスピアは,そ の点
を明鰤 こ洞察して・この個所(一 三幕二場～四幕六場)に おかるべき「簡」
の 主 役 の 一人 として,ル ーシ オを利用 したので隠 な い か と思 われ る.
「プ ・ モスとカサン ドラ」 で は,こ の・・一シ オや,ま た,バサ ーデ 、ン
を核 とす る牢獄 の場 にあた るものがないために,全 体 と しての劇の起 伏に
乏 しく,平 板 で単調にな ってい る点 を考 えて も,こ のこ とは うなずけ るで
あろ う.
w
こ う見 て くると,ル ーシォはシ ェイ クスピア に よ っ て,徹 底的 に利
用 され てい るこ とがわ か る.と ころで,ル ーシ オな る 人 物 は,な ぜ生み
出 され たのか.こ こで,整 理の意味で,も う一度ふ りかえって考 えてみる.
まず,ウ エ ッ トス トンの 「プロモスとカサ ンドラ」 で扱われてい るス トー
リーを ヒン トに,そ れ を発展 させ て新 しい劇 をシ ェイクスピアは書 くこと
とな った・ところが・種本 ではヒ ーー ンの`honour・が失われ るこ ととな っ
てい るが,こ の点 だけは どうして も変更 しなけれ ばな らない .そ のために
はど うす るか.コ ーヴ ィナ ス王 の役割 を 大 幅 に 拡 大 してグ ィンセンシォ
公 としイザ ベ ラに難局打 開の妙策(Substitution)を授 ける人 と し て,
劇全体 にわた って活躍す る人物 とす る.そ こまでは よい.と ころで,ヴ ィ
エナの統治都 ・ フラィアーに身 をやつ して事態の繖 にあた ろ うとす る
わけであ るか ら,ど うして も,策 謀 や欺瞞 とい う手段 を用いなければな ら
な くな る.こ の とき,彼 の行動 を自由に,ま た,積 極 的に,批 判 す る者 が,
ぜひ必要 となって くる.な ぜな ら,そ うした人物 が もし居 なければ,公 爵
の独走 とな り・彼 自体 が・ それ こそ,w.w.・-vン 婁の言 うよ うに,
ただ・劇 中肋 を操 る翻 的 マ誌一 ン ー`…g・d・k・') ,rす …
も しくは,ウ ィル ソン ・ナ イ トの 指 摘 す る よ う に,何 か超 入間的 な
DivineFigureとな ってLま って,い ず れ の 場合 もfleshandblood
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を備 えた,生 きた人 間 とはな りに くい と思 われ るか ら で あ る.「 以尺 報
尺 」の公 爵が,・-ーレ ンスや ナ イ トの指摘す る要素 を,多 分 に持 ってい る
こ とは事実 であ るけれ ども,そ れ と同時 に,彼 はア ンジェロゥや クローデ
ィオゥ と同 じく,斬れば血 の出 る,生きた劇中人 物の一人なのであ る.ル ー
シオはか くして,観 客 の,公 爵 に 対 す るambivalenceを"換気"す る
役 割 を果 す と共に,公 爵 を して,生 きた劇中人物 としての血肉性 を維持 せ
しめ る上で も,重 要 な働 きをしてい るこ とがわか る.こ のこ とは,ル ー シ
オ的 批 判 者 を持 たない 「プロモスとカサン ドラ」の コーヴ ィナス王が,
いかに も,劇 収拾 のために導入 された人物 とい う,無 機的 な感 じを与 え る
こ とと較 べてみて も理解 しうるであろ う.
ところで,さ きに,ル ーシオが,前 半 で の 颯爽 た るダンデ ィぶ りか ら,
後半,と くに終幕 での,意 気あが らぬ.惨 め った ら しい男へ と,い わば奇
態 な変貌 をとげ るとい う事 実に注意 したが,そ れは何故であろ うか.こ の
設 問に対 しては,い ままで考 えてきた よ うな,技 術的 な面 からだけでは,
お そら く,不 十分 な答 え しか得 られ ないであろ う.前 半 の溌 溂た るル ーシ
オに共感 し,無 意 識 の うちに声援 を送 って きた観客 が,後 半にいた って,
背負 い投 げ を喰 った よ うな気に な る の は,こ れ も,す でに,毒 エイ クス
ピアの計 算の中に,ち ゃん と入 っていた こ となので ある.バ ロウの指摘 す
るよ うに,こ の劇 がmeasureformeasureの超克 を テーマ とす るもの
であ るならば,ル ーシオ的impietyは,公 爵 の 描 くキ リス ト教 的秩序
世界 のグ ィジ ョンと,互 いに相容 れない存在 となって くるわけで,そ こに
閤題 が生 じるのでは ない だろ うか.つ ま り,観 客 の,安 易で弥次馬的 な,
cakesandale讃美 の気持 ちが,終 幕 にお いて,ル ーシオ と 共 に 厳 し
く批判 され,且 つ 「超克 」 さるべ き運命 を背負わ されてい るのであ る.そ
して,背 徳 に対 す る峻厳 と,ま た同時に,罪 に対す る寛容 を,高 らかに前
面 に掲 げた,spiritualで厳粛 な,作 品 の中心的感情 を,観 客 は感得せ し
め られ るの であ る.
こ うして.終 幕 でのルー シオは,さ き に 述 べたい くつかの大役 を無事
勤 めお おせた上で,い わばお役御免 となって,舞 台か らお っぽ り出 され る
こととな る.こ れだけ徹底 的に,シ ェイクスピアに よって利用 され た上 で,
あっ さ りお はらい箱 になる とい うのでは,ル ーシオ も,よ く よ く貧乏 く
じを引 きあてた もの だと,気 の毒が られ るか も しれぬ.し か し,『 以尺 報
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尺」 を,少 き しまった,優 れた作 品 とす る上で,つ くした彼 の功績の大 き
さを考 え る とき,彼 もまた以 て瞑す るこ とがで きるのではあ るまいか .
〈註〉
① ル ー シ オ の 容 貌 に つ い て は,テ ク ス トに は,何 の 言 及 も 見 出 され な
い.し か し,生 粋 の リバ タ イ ンで あ る 以 上 ,あ ま り醜 い 顔 で あ っ て も 困
る は ず で あ る.'
② 四 幕 三 場 の 終 り で,ル ー シ ォ は,仮 装 し た 公 爵 に,次 の よ う に 言 う.
Nay,friar,Iamakindofburr;
Ishallstick,(IV ,iii,193-4)
●MonaWilson(ed,):Johnson:ProseandPoetry,London,
1950,P.537.
④ テ ク ス トは ・GeoffreyBullough:論㎜ 彡勿 θand1)ramatic
SourcesofShakespeare・V・1』(L・nd・・,1958)所 収 の も の}こ拠
っ た.な お,引 用 文 中 の イ タ リク ス は 筆 者 に よ る .
QBullough,op,cit,p.468.
⑥PromosandCassandraの`title'中 に 見 出 され る こ とば .
⑦MaryLascelles:Shakespeare's`.MeasureforMeasure・,
London,1953,p.160.
⑧ 例 え ば ・HenriFluchere(ShakespeareandtheElizabethans)
や ・E・C・Pettet(ShakespeareandtheRomanceTradition)など .
⑨E・M・Pope:TheRenaissanceBackgroundofMeasure/or
Measure〔ShakespeareSurvey,「2〕,p.72.
OpW,W,Lawrence:Shakespeare'sProblemComedies,NewYork,
1960,P.102.
⑪WilsonKnight:TheWheelofFiye,NewYork,1957 ,P.79.
⑫ の.cit,p.417.
